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自主防災組織活動報告 ～ 菅生町内会 ～

支え合う「向こう三軒両隣」

菅生町内会では、令和元年台風第１９号の際に土砂崩れの被害に遭われた方、川の近

くにお住いの方など、危険な区域にお住いの方４８名が菅生会館に一時避難しました。

しかし、防災訓練や災害に関する知識が不足しており自主防災会が機能しなかったた

め、住民の方々に大きな心配と不安を与えてしまいました。

こうした経験から、「向こう三軒両隣」を合言葉に、機能する自主防災会を作ること

を目標に活動を始めました。まず、町内会員に拘らず菅生町内会の区域にお住いの方

全員への声かけ運動や、要支援者の状況を確認し、支援者を決定することに向けて活

動を実施しました。また、こうした活動を実効性のあるものにするため、防災のスペ

シャリストである八櫛先生の指導の下、菅生町内会防災計画の作成を始めました。八

櫛先生は、NPO法人全国救護活動研究会代表、東京消防庁の消防士で、自宅に訓練場

を整備し、全国の消防士や市民を受け入れて防災教育を行うほか、防災の専門家とし

て各地に招かれ、講演活動を行っております。

今回実施した講習は、地震・水害のそれぞれを想定して実施されました。まず初め

にグループワークを実施し、発災前の事前対策、発災直後、発災から数時間後の三場

面で自主防災会が取るべき行動について、それぞれの班で討議を行いました。班毎に

まとめたアイデアを八櫛先生が回収し、誰がどのように行動すればいいかが一目で分

かるように、一覧表にして頂きました。

班毎にまとめた意見としては、自分が担当になっている自宅周辺の見回りや避難経

路を確認して本部長へ報告する、水害時に川の状況を確認し、近隣同士で避難誘導出

来る体制を整えながら会館に向かう（避難誘導班）、子供たちの怪我を沢山見てきたお

母さん方などの協力を得る（救護班）など、活発な意見が出た講習会でした。

次回の講習会では、今回行った講習会の結果に対する意見収集内容の確認、計画上

必要な資機材の確認、今後実施する計画案、地域の危険箇所の再確認、要介護者及び

支援体制の確立です。以上の内容を、講習会や研修会を通して「向こう三軒両隣」を

柱とした、縁側で気楽に相談できるような自主防災会を作り上げて、全町内会員の安

全と安心を目指して活動していきたいと考えています。
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災害が起こってからでは遅い！

災害が起こった時に適切に行動できるか否かは、日頃

からその時のことを考えて家族みんなで話し合い、準備

をしておくことが大切です。

この度、「いざ」という時の備えのために、パンフレッ

トを作成しました。

令和３年２月に町内会・自治会員に全戸配布いたしま

したので、パンフレットに目を通していない方は、ぜひ

ご覧ください。また、パンフレットをお持ちでない方は、

市役所本庁舎４階にある地域防災課の窓口等に置いてあ

りますので、ぜひご利用ください。

いつも近くにおき、たびたび見返していただくことで、

皆様の安心・安全につながる一助になれば幸いです。

その時を事前に考えるためのパンフレットを作成！！

地域のきずな と 雨間ほっと♥
防災活動において、『地域のきずな・向こう三軒両隣』がよく言われています。自分の命は自分で守る

“自助”、お互い様の助け合い“共助”の大切さを地域に広めていくことを、そこに住む全員が意

識したいものです。

私が町内会長の時に、地域の民生児童委員・ふれあい福祉委員・健康づくり推進委員・高齢者代

表・町内会役員が協働し、地域ぐるみ高齢者支え合い事業『雨間ほっと♥』を立ち上げ、現在 3年

目となりました。おもに高齢者が家から出かけて人と関わり合うことで、自ら健康につなげる活動

です。“アグリ（農作業）班”、“グラウンド・ゴルフ班”、“軽レク茶話会班”、“カラオケ班”、“多

世代交流班”総勢１２０名の方が会員登録しています。

活動を考えるうえで特に意識した点は、参加者は会員に限定せず雨間町内会地域にお住いの方ならど

なたでも参加可ということです。これは同じ地域に住む人が一体となって支え合い、温かみのある

地域にしたいと考えたからです。活動参加を通じて知り合いが広がることは大きなメリットになり

ますが、加えて休みの人にはアグリ班では作物を届けながらとか、各班の連絡を通じ体調をうかが

うとか、知り合いに参加のお誘いをするとか等々、人のことを気に掛けることが広がっていくこと

で、雨間ほっと♥のめざす“温かみのある地域”につながっていくものと考えます。

より広範囲で地域連携を一層密にし、安心安全な街づくりにつなげていきましょう！

アグリ班収穫を茶話会班が散歩がてら見学

みんなでラジオ体操をドローン撮影

グラウンド・ゴルフ班

（近くの公園にて）

カラオケ班

（現在、コロナ自粛中）

東秋留地区防災・安心地域委員会

委員長 師 清史 （雨間ほっと統括リーダー）



「近助」 「互近助」 「防災隣組」山村武彦氏の提唱する

あきる野市防災・安心地域委員会機関紙『そなえ防災(第 1７号)』
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１ 向こう三軒両隣で安否確認チーム

（同じ時代同じ地域に住む運命共同体）

２ 困ったときはお互い様の心

３ 挨拶は先手必勝

（相手がしたらしようと思わず、気付いた方から先にいう）

４ 気持ちよい前向き挨拶

（「嫌な雨」というより「良いお湿り」というように、プラス志向で）

５ 日常行事に積極参加・参画

（役割を分担する）

６ 欲張らないで、身近なことからコツコツと続ける

７ 回覧板は、顔見て挨拶しながら手渡しで

８ いざという時は、ためらわないで自分から声かけて

９ ほどよい距離感で

（結び目はあまり固く結ばない、べたべたしない。プライバシーには深入りしない）

できる人が、できる時に、できることを、無理なく、自分のために、楽しんで

防 災 隣 組 １０ カ 条

防災は「自助」「共助」「公助」が基本といわれてきました。私はそ

れに「近助」を加えることを提唱しています。「自助」は、自分や家

族を自分で守ることです。また、自主防災組織や自治会などみんなで

助け合う「共助」、そして自治体・警察・消防・自衛隊などの「公助」

も大切です。しかし、大規模災害時は防災関係機関がすぐに全ての被

災者宅に駆けつけることはできません。公助には限界があるのです。

またいざという時、不特定多数の「みんな」より、家族、隣人、向こ

う三軒両隣など、近くにいる人が頼りになります。少子高齢化時代は、

みんなで助け合う共助と共に、顔の見える近くにいる人が見守り、近

くの人が助ける近助が不可欠です。自治会や自主防災組織の中に向こ

う三軒両隣の防災隣組をつくるといいと思います。

近 助
ひとは一人では生きていけません。それぞ

れの存在によって社会が成り立っています。

だからこそ「自分でできることは自分で対応」

が基本です。しかし、身体が不自由であれば

自分でできることに限りがあります。誰でも

病気になるときがあります、誰でもいつかは

歳をとります。でも、病人、高齢者、障がい

者になりたくてなった人は一人もいません。

可能な限り自分のことは自分でした上で、そ

れでも対応できないときは隣人や行政に助け

を求めていいのです。

一人で悩まないで近くにいる人や行政に相

談していいのです。隣人同士どこかで迷惑を

かけあい、助け合いながら生きているのです。

それがお互い様です。普段から気持ちの良い

挨拶ができる「ほどよい距離感」で、隣人に

も関心を持ち、困っているな、変だなと思っ

たら、近くにいる人がためらわずに声をかけ、

助ける人になる、傍観者にならない心、それ

が「近助」です。

互 近 助
「互近助」とは、向こう三軒両

隣の「ご近所同士が積極的に助け

合うこと」です。いざという時、

頼りになるのは遠くの親戚より

近くの隣人です。

「助ける」というのは実際に手

を差し出して人命を救うことだ

けではありません。安否確認をし

たり、避難をするときに声をかけ

たりすることも「互近助」です。

普段から近くに身体の不自由な

人や高齢者、病気の人がいれば、

さりげなく見守り、声をかける。

また、自身が高齢者だったとして

も、元気であれば要配慮者の代わ

りに助けを求めたり通報したり

することはできます。そうやって

隣近所でお互いを助け合う「互近

助」の力が、防災・減災につなが

ります。

◇防災システム研究

所所長 山村武彦
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所」を設立。以来 50年以上に亘り、世

界中で発生する災害の現地調査を実施。

多くの企業や自治体の防災アドバイザ

ーを歴任。著書は「感染症×大規模災害」

「互近助の力」（ぎょうせい）、「台風防

災の新常識」（戎光祥出版）など多数。


